
　
去
る
６
月

11日
（
土
）
、

千
葉
市
若
葉
区
に
あ
る

千
葉
市
民
ゴ
ル
フ
場
に

お
い
て
「
第
１
回
若
葉
区

長
杯
」
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
総
勢

54名

の
腕
自
慢
の
ゴ
ル
フ
ァ

ー
達
が
参
加
し
大
会
を

楽
し
ん
だ
。
好
プ
レ
ー
続

出
の
中
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
記
念
す
べ
き
第

１
回
の
優
勝
者
は
美
浜

区
在
住
の
安
本
一
史
さ

ん
。
安
本
さ
ん
に
は
齋
木

久
美
子
区
長
か
ら
区
長

杯
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

贈
ら
れ
た
。
ま
た
３
番
ホ

ー
ル
に
て
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
達
成
し
た
東
京

都
在
住
の
境
美
玲
さ
ん

に
は
お
米

10㎏
と
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。

市
船

15年
振
り
甲
子
園

　
第
１
０
４
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
千

葉
大
会
は
先
月

27日
、
千

葉
市
美
浜
区
の
Ｚ
Ｏ
Ｚ

Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
市

立
船
橋
（
船
橋
市
）
が
木

更
津
総
合
（
木
更
津
市
）

を

13ー
６
で
破
り

15年

振
り
６
回
目
の
優
勝
、
６

日
に
甲
子
園
球
場
（
兵
庫

県
西
宮
市
）
で
開
幕
す
る

全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
大
会
の
出
場
を
決

め
た
。
市
立
船
橋
は
初
回

に
先
制
す
る
も
そ
の
裏

す
ぐ
に
木
更
津
総
合
に

逆
転
を
許
す
展
開
。
し
か

し
４
回
に
谷
藤
の
適
時

打
で
逆
転
す
る
と
、
そ
の

後
は
試
合
を
優
位
に
進

め
１
点
差
の
８
回
は
２

死
か
ら
の
猛
攻
で
４
点

を
奪
い
、
更
に
９
回
に
は

双
子
の
森
本
兄
弟
の
兄

森
本
哲
太
が
試
合
を
決

定
づ
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
。
投

げ
て
は
左
腕
エ
ー
ス
弟

の
森
本
哲
星
が

16安
打

を
浴
び
る
も
意
地
の
完

投
勝
利
で
甲
子
園
を
決

め
た
。
市
立
船
橋
は
２
０

０
７
年
、
現
中
日
の
岩
嵜

投
手
を
擁
し
て
出
場
し

て
以
来

15年
振
り
の
出

場
。
千
葉
県
勢

47年
振
り

の
全
国
制
覇
を
狙
う
。

◆
決
勝

市
立
船
橋
（
船
橋
市
）

１
０
０
２
０
３
０
４
３
＝

13

２
０
０
０
０
３
０
０
１
＝
６

木
更
津
総
合
（
木
更
津
市
）

鎌
ス
タ
で
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
を
応
援
し
よ
う
！

　
鎌
ヶ
谷
市
の
鎌
ヶ
谷

ス
タ
ジ
ア
ム
を
本
拠
地

に
す
る
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ

ァ
ー
ム
は
公
式
戦
チ
ケ

ッ
ト
を
稲
毛
新
聞
読
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
園
生
十
字
路
歩
道
橋

　　
稲
毛
駅
か
ら
穴
川
方

面
に
向
か
っ
た
園
生
十

字
路
に
架
か
る
歩
道
橋

が
老
朽
化
の
た
め
修
繕

工
事
中
で
す
。
交
差
点
が

大
き
い
の
と
、
小
さ
な
路

地
の
出
口
も
含
ん
だ
特

殊
な
形
状
の
た
め
歩
道

橋
の
役
割
は
大
き
い
は

ず
。
現
在
歩
道
橋
が
壁
の

よ
う
な
物
で
覆
わ
れ
、
交

差
点
全
体
の
見
通
し
が

良
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。

橋
が
架
か
っ
て
い
る
の

は
上
部
な
の
で
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
の
で
す
が
、

階
段
部
分
も
含
め
全
体

に
壁
が
あ
る
せ
い
で
し

ょ
う
か
。
写
真
も
撮
り
ま

し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
早
く
工
事
が
終
わ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
稲
毛
区
・
殿
様
カ
レ
ー
）

●
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ

　　
先
日
、
家
族
で
上
野
動

物
園
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
パ
ン

ダ
は
お
昼
寝
中
で
し
た
。

水
辺
に
い
た
ハ
シ
ビ
ロ

コ
ウ
を
撮
影
し
た
ら
、
な

ん
だ
か
短
足
に
見
え
て

て
か
わ
い
か
っ
た
の
で

投
稿
し
ま
す
。

　
（
中
央
区
・
た
か
）

●
ス
リ
ッ
パ

　
昔
は
ス
リ
ッ
パ
を
使

用
す
る
病
院
が
多
か
っ

た
が
、
最
近
は
土
足
の
ま

ま
入
れ
る
病
院
が
多
い
。

私
が

28年
近
く
通
っ
て

い
た
歯
科
医
院
は
ス
リ

ッ
パ
を
重
ね
て
棚
に
入

れ
る
の
で
汚
い
床
の
上

を
歩
く
と
同
じ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
数
か
月
前
に

変
え
た
歯
科
医
院
は
土

足
で
入
れ
る
。
ス
リ
ッ
パ

使
用
の
病
院
に
通
っ
て

い
た
が
き
れ
い
で
土
足

で
入
れ
る
病
院
が
で
き

た
の
で
変
え
て
し
ま
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
な
ど
に
も
注

意
す
る
た
め
不
衛
生
な

の
で
ス
リ
ッ
パ
は
止
め

て
欲
し
い
。
妹
が
入
っ
た

老
人
ホ
ー
ム
も
ス
リ
ッ

パ
だ
が
コ
ロ
ナ
で
消
毒
・

マ
ス
ク
と
騒
い
で
い
る

が
ス
リ
ッ
パ
を
止
め
て

貰
い
た
い
。
ス
リ
ッ
パ
を

持
っ
た
手
で
食
物
を
い

じ
れ
ば
不
衛
生
で
病
気

も
う
つ
っ
て
し
ま
う
。
頭

隠
し
て
尻
隠
さ
ず
で
あ

る
。

　
（
花
園
・
岩
井
秀
夫
）

●
お
ぬ
ま
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
に
行
き
ま
し
た

　
７
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
住
ま
い
工
房
お

ぬ
ま
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
移
動
販
売

な
ど
も
来
て
い
て
楽
し

く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感

じ
で
し
た
。
ご
近
所
で
こ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
遠
出
し
な
く
て
よ
い

し
、
屋
外
な
の
で
感
染
の

不
安
も
少
な
く
助
か
り

ま
す
。
思
い
が
け
ず
素
敵

な
食
器
を
い
た
だ
き
、
家

族
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
（
天
台
・
た
み
ち
ゃ
ん
）

　
　

●
水
族
館
誘
致

　
先
月
号
の
「
今
月
の

人
」
で
、
千
葉
市
に
水
族

館
を
誘
致
し
て
い
る
と

知
り
ま
し
た
。
水
族
館
が

あ
れ
ば
千
葉
が
も
っ
と

に
ぎ
わ
う
と
思
う
の
で

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ぜ

ひ
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

　
（
稲
毛
東
・
田
中
ゆ
う
）

●
読
者
の
声
へ
の
投
稿

は
ハ
ガ
キ
・

F
A
X・

メ

ー
ル
で
。

あなたの好きな映画

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
解
き
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
文

字
を
並
べ
て
完
成
す
る

言
葉
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か

メ
ー
ル
に
明
記
し
お
送

り
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
〒

２
６
３
‐
０
０
４
３
千

葉
市
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
～
１
０
０
１

稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ
係
宛
。

※
ご
意
見
等
は
「
読
者
の

声
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
今
月
の
テ

ー
マ

「
好
き
な
映
画
」

　
み
な
さ
ん
の
好
き
な

映
画
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
か
つ
て
の
名
作
か
ら

最
新
作
や
Ｂ
級
映
画
ま

で
、
お
気
に
入
り
の
作
品

と
そ
の
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

締
切
・
令
和
４
年
８
月

20

日
（
当
日
消
印
有
効
）

今
月
の
賞
品

☆

1等
賞
＝
ク
オ
カ
ー

ド

3千
円
（
２
名
）

☆

2等
賞
＝
図
書
カ
ー

ド
千
円
（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無

臭
ニ
ン
ニ
ク
ア
ホ
エ
ン

（
５
名
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
滑
走

券
（

5組
）

７
月
号
の
当
選
者

７
月
号
の
答
え
は
ナ
ツ

イ
ロ
ノ
ウ
ミ
で
し
た
。
抽

選
の
結
果
次
の
方
が
当

選
し
ま
し
た
。

☆
１
等
賞
・
ク
オ
カ
ー
ド

3千
円
＝
古
藤
毅
（
小
仲

台
）
佐
藤
清
美
（
若
松
）

☆
２
等
賞
・
図
書
カ
ー
ド

千
円
＝
榊
原
弓
子
（
千
城

台
東
）
原
隆
子
（
高
洲
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
柳

澤
範
光
（
浜
野
）
長
澤
美

和
子
（
長
沼
）
横
山
由
美

子
（
高
洲
）
藤
原
健
次
（
あ

や
め
台
）
荒
木
昭
治
（
検

見
川
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば

賞
・
ペ
ア
滑
走
券
＝
西
村

く
み
（
稲
毛
東
）
田
渕
良

子
（
小
仲
台
）
田
村
秀
二

（
穴
川
）
大
内
健
司
・
西
村

君
江
（
高
洲
）
　

　
※
敬
称
略

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ

①人に知られたくない事柄

③狭い道路

⑤一休さんのとんち話「屏風の〇〇」

⑥料金を課すること

⑦丸太を水に浮かべ船の代わり使う

⑩塀の上に屋根を葺いたもの

⑫船が壊れて沈むこと

⑬鶴は千年、〇〇は万年
↓タテのカギ

①人間のこと　

②過去⇔

③災いをもたらす北欧神話の神

④人間が守るべき道徳

⑥大きすぎること

⑧活字を組み並べて作った印刷用の版

⑨公園にある砂で遊ぶ場所

⑪楽しいときは早く過ぎる

７
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
答
え

（７）令和４年８月５日発行 稲　毛　新　聞

大
盛
況
！
若
葉
区
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第311号

優勝した安本さんと齋木若葉区長

◎
麺
類

う
ち
の
夏
の
定
番
料
理

は
麺
類
で
す
。
簡
単
で

直
ぐ
に
食
べ
れ
る
の
が

嬉
し
い
で
す
。
主
に
素

麺
、
冷
や
し
中
華
は
い
つ

も
食
べ
ま
す
（
高
洲
・
原

隆
子
）
。
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー

ノ
で
す
。
に
ん
に
く
、
赤

唐
辛
子
、
ベ
ー
コ
ン
、
た

ま
ね
ぎ
で
節
約
・
時
短
・

う
ま
い
を
実
現
し
ま

す
！
（
穴
川
・
田
村
秀

二
）
。
夏
に
な
る
と
大
皿

に
具
だ
く
さ
ん
の
冷
や

し
中
華
を
作
り
ま
す
。
中

で
も
ク
ラ
ゲ
、
裂
い
た

蒸
し
鶏
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
色
も
き
れ
い
で
す

（
み
つ
わ
台
・
黒
沢
博

子
）
。
夏
の
定
番
は
冷
や

し
中
華
で
す
（
天
台
・
山

本
信
夫
・
富
子
）
。
定
番

料
理
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
。
得
意
料
理
は
自
家

製
天
ぷ
ら
そ
ば
、
う
ど
ん

で
す
（
妻
が
作
っ
た
も

の
）
（
浜
野
・
柳
澤
範

光
）
。

◎
カ
レ
ー

暑
い
夏
は
ニ
ン
ニ
ク
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
辛
口

カ
レ
ー
。
材
料
が
ト
ロ
ト

ロ
状
態
に
な
る
ま
で
じ

っ
く
り
煮
込
み
、
食
欲
の

な
い
時
で
も
ペ
ロ
リ

と
…
。
元
気
が
で
ま
す

（
高
洲
・
横
山
由
美
子
）
。

カ
レ
ー
。
夏
・
冬
美
味
し

い
で
す
（
高
洲
・
高
橋
幸

子
）
。
今
の
季
節
は
専
ら

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
が
多
い

で
す
。
辛
さ
を
変
え
る

こ
と
で
大
人
も
子
供
も

同
じ
食
材
で
楽
に
ご
飯

作
り
が
出
来
ま
す
（
小
仲

台
・
古
藤
毅
）
。

◎
中
華
料
理

冷
蔵
庫
の
中
の
残
り
物

を
見
て
献
立
を
考
え
ま

す
。
特
に
定
番
で
あ
り
、

得
意
で
あ
り
節
約
し
な

が
ら
も
時
短
で
作
れ
る

チ
ャ
ー
ハ
ン
で
す
。
塩

コ
シ
ョ
ウ
の
み
の
シ
ン

プ
ル
な
味
付
け
で
す
。

夏
の
時
は
素
麺
と
冷
や

し
中
華
が
加
わ
り
ま
す

（
高
洲
・
原
國
臣
）
。
季

節
に
よ
り
違
い
ま
す
が

マ
ー
ボ
豆
腐
、
い
な
り
寿

司
な
ど
（
稲
毛
東
・
渡
邊

幸
子
）
。
昼
食
時
、
お
か

ず
が
欲
し
い
時
ニ
ラ
玉

を
作
り
ま
す
（
あ
や
め
台

・
杉
崎
勝
）

◎
鍋
料
理
・
煮
物

四
季
を
問
わ
ず
魚
肉
と

野
菜
・
卵
中
心
の
鍋
料

理
で
す
。
他
に
猛
暑
の

際
は
乳
製
品
・
そ
う
め
ん

な
ど
で
補
強
し
ま
す

（
検
見
川
・
荒
木
昭
治
）
。

今
の
時
期
は
「
新
生
姜

の
煮
物
」
「
枝
豆
の
煮

物
」「
コ
ン
ブ
と
山
椒
の

実
の
煮
物
」
を
作
り
ま
す

（
あ
や
め
台
・
一
森
万
亀

美
）
。
ぜ
ん
ま
い
と
さ
つ

ま
あ
げ
と
糸
こ
ん
に
ゃ

く
の
煮
物
で
す
。
最
高

の
ご
飯
の
お
と
も
で
す

（
六
方
・
泉
谷
正
誼
）
。

白
菜
と
豚
肉
の
ミ
ル
フ

ィ
ー
ユ
鍋
で
す
。
簡
単

で
美
味
し
い
か
ら
冬
に

な
る
と
よ
く
や
り
ま
す

（
高
洲
・
小
坂
孝
一
）
。

豚
の
角
煮
（
稲
毛
東
・
西

村
く
み
）
。

◎
手
巻
き
寿
し
・
肉
巻

き
・
野
菜
巻
き

お
客
さ
ん
が
来
た
時
は

魚
屋
さ
ん
で
好
き
な
魚

を
買
っ
て
来
て
酢
飯
と

海
苔
と
魚
を
テ
ー
ブ
ル

に
用
意
し
、
み
ん
な
で

好
み
の
手
巻
き
を
巻
い

て
食
べ
て
い
ま
す
（
千

城
台
南
・
匿
名
）
。
巻
き

物
。
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、

豚
肉
で
色
々
な
食
品
を

巻
き
、
焼
き
甘
辛
味
に

し
て
い
た
だ
い
て
ま
す

（
四
街
道
・
粟
村
道
生
）
。

◎
揚
げ
物

我
が
家
の
定
番
料
理
の

お
魚
は
ア
ジ
の
フ
ラ
イ

か
イ
ワ
シ
の
煮
付
け

（
あ
や
め
台
・
藤
原
健

次
）
。
我
が
家
の
得
意
料

理
は
「
サ
ッ
ポ
ロ
ポ
テ
ト

揚
げ
」
で
す
。
春
巻
き
の

皮
だ
け
買
え
ば
あ
と
は

常
備
し
て
あ
る
「
じ
ゃ

が
い
も
」
「
チ
ー
ズ
」

「
コ
ー
ン
缶
」
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
で
き
る
揚
げ
物

な
の
で
簡
単
で
お
い
し

い
で
す
よ
。
ち
な
み
に
じ

ゃ
が
芋
は
レ
ン
チ
ン
し

て
つ
ぶ
し
チ
ー
ズ
と
コ

ー
ン
を
芯
に
し
て
春
巻

き
の
皮
で
包
ん
で
油
で

揚
げ
る
だ
け
（
若
松
・
佐

藤
清
美
）
。
揚
げ
ず
に
か

ら
揚
げ
・
カ
ツ
（
油
で
揚

げ
ず
に
ト
ー
ス
タ
ー
で

焼
く
）
、
カ
レ
ー
、
煮
物
、

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
こ

ん
ぶ
巻
（
鯖
か
イ
ワ

シ
）
、
レ
ト
ル
ト
ハ
ン
バ

ー
グ
。
と
に
か
く
い
か

に
簡
単
に
（
高
洲
・
グ
レ

ー
プ
）
。
唐
揚
げ
。
鶏
肉

を
醤
油
、
に
ん
に
く
、
し

ょ
う
が
で
朝
か
ら
漬
け

込
み
ま
す
（
穴
川
・
川
上

美
恵
子
）
。
普
通
の
コ
ロ

ッ
ケ
に
飽
き
た
時
、
タ

ラ
の
ポ
テ
ト
コ
ロ
ッ
ケ

を
作
り
ま
す
。
ポ
テ
ト
に

茹
で
た
生
タ
ラ
と
玉
ネ

ギ
み
じ
ん
切
り
（
炒
め
て

お
く
）
と
パ
セ
リ
を
混
ぜ

込
ん
で
。
お
肉
よ
り
サ

ッ
パ
リ
感
が
あ
り
ま
す

（
小
仲
台
・
田
渕
良
子
）
。

　◎
サ
ラ
ダ
な
ど

コ
ロ
ナ
太
り
で
ダ
イ
エ

ッ
ト
中
の
我
が
家
の
定

番
料
理
は
も
っ
ぱ
ら
サ

ラ
ダ
中
心
と
む
ね
肉
で

す
。
１

cmぐ
ら
い
の
細
切

り
に
し
て
片
栗
粉
を
ま

ぶ
し
沸
騰
し
た
お
湯
に

入
れ
、
出
来
上
が
っ
た

ら
ザ
ル
に
あ
げ
る
。
レ
タ

ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

を
飾
っ
た
皿
に
肉
を
の

せ
上
に
シ
ソ
や
み
ょ
う

が
を
の
せ
タ
レ
（
ポ
ン
酢

＋
タ
バ
ス
コ
）
を
混
ぜ
上

か
ら
か
け
る
。
そ
え
た

サ
ラ
ダ
は
好
み
の
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
。
ピ
リ
辛
で

さ
っ
ぱ
り
。
夏
の
定
番

料
理
で
す
（
千
城
台
東
・

榊
原
弓
子
）
。
人
参
を
皮

む
き
器
で
長
く
む
き
１

～
２
分
茹
で
玉
葱
の
ス

ラ
イ
ス
、
水
に
戻
し
た

レ
ー
ズ
ン
を
混
ぜ
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
で
食
す
。
簡

単
で
美
味
し
い
で
す
ヨ
。

友
人
２
人
に
も
伝
授
。

２
人
の
得
意
料
理
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

よ
（
高
洲
・
つ
む
て
ん
）
。

私
は
高
齢
な
の
で
手
の

込
ん
だ
お
料
理
は
作
れ

ま
せ
ん
が
緑
黄
野
菜

（
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

千
切
）
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

を
茹
で
た
も
の
を
食
べ

や
す
い
大
き
さ
に
切
り

ゴ
マ
ダ
レ
を
か
け
て
食

べ
た
り
、
海
藻
類
に
味

を
つ
け
て
食
べ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
肉
類
も

魚
も
食
べ
て
ま
す
（
長

沼
・
長
澤
美
和
子
）
。

◎
そ
の
他

は
っ
き
り
言
っ
て
手
抜

き
料
理
で
す
。
鉄
板
焼

き
。
で
も
特
徴
は
タ
レ
。

バ
ン
コ
ク
生
活
が
長
い

の
で
ナ
ン
プ
ラ
醤
油
が

ベ
ー
ス
で
す
。
嫌
い
な

人
は
あ
の
魚
臭
い
魚
醤

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
が

我
が
家
は
誰
で
も
大
好

き
。
鷹
の
爪
を
細
か
く

切
っ
て
漬
け
置
き
辛
味

に
し
ま
す
。
ナ
ン
プ
ラ

は
上
野
の
ア
メ
横
地
下

の
ア
ジ
ア
食
材
店
か
ら

「
味
露
・
ミ
ロ
」
を
買
い

置
き
し
ま
す
。
鉄
板
焼

き
の
具
は
和
牛
や
魚
、
野

菜
、
シ
ー
フ
ー
ド
な
ど

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
。
タ
レ
の
味

で
ど
れ
も
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

の
味

!
!（

高
洲
・
大

内
健
司
）
。
こ
れ
と
言
っ

て
な
い
で
す
が
２
人
で

話
し
合
っ
て
作
る
事
が

一
番
か
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
の
意
見
を
聞
く

事
か
な
？
（
千
草
台
・
ク

ロ
ち
ゃ
ん
）
。

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ「
我
が
家
の
定
番
料
理
」

　
先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ
は
「
我
が
家
の
定
番
料
理
」
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
葉
書
や
メ
ー
ル
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
簡
単
ア
イ
デ
ア
料
理
も
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
の
で
、
早
速
試
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

麺
類
・
カ
レ
ー
・
中
華
・
鍋
・
煮
物
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